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・技術の詳細： 

１） NEXT-A 反応： 人工分子を蛋白質やペプチドの特定の末端部分に導入し、目的とする蛋白質や 

ペプチドだけを作製できる反応手法（特許出願中）。反応に関わる３つの生体触媒分子を独自に作成。

大腸菌を用いて大量に合成できるので、大量・高効率・迅速（数分～20 分程度）に種々の人工分子を

ほぼ定量的に蛋白質やペプチドに導入できる。ミリグラム～グラムスケールでの蛋白質やペプチドの

修飾も可能。 

２） ファージウィルス上での反応： ファージウィルスを使って目的の蛋白質を作るファージディス

プレイ法をもとに、蛋白質の末端以外の任意の位置を修飾する独自手法（特許出願中：瀧 真清、宍戸 

昌彦, 環状ペプチドを含む結合体およびその作製方法, PCT/JP2010/64455 (2010)）を開発。この手法

を使い、目的の細胞に結合する環状ペプチドを探索しています。得られた最適環状ペプチドとヒト抗体

Fc 部分を組み合わせた複合体「環状ペプチド抗体(cPv-Fc)」は、体内で目的の細胞と結合し、その細胞

を捕食細胞の標的にすることが期待できます。本システムにより、従来の抗体療法では実現できなかっ

た革新的医療技術の開発を目指します。（NEDO 若手研究：H21～）  

 

・応用想定分野：バイオテクノロジー、抗体医薬品、診断用試薬  
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ガンの超早期発見や治療に役立つ、蛋白質やペプチドを用いた２種類の標識法を開発しています。 

１）ペプチドや蛋白質の特定の部分に、様々な人工分子を迅速かつ定量的に導入する酵素化学的手法

（NEXT-A 反応）を世界で初めて開発しました。この反応を使い、ペプチドや蛋白質に放射線診断の目

印となる物質を導入することで、ガンの超早期発見技術の確立を目指しています。 

２）ファージウィルス上で起こる反応を応用して、部分環状構造を持つ人工ペプチドを作製し、その中

から、ガン細胞に結合する機能性環状ペプチドを探索しています。この環状ペプチドにヒト抗体の一部

を持たせた「人工抗体」は、体内でガン細胞に結合し、捕食細胞の標的にすることが期待でき、ガンの

超早期発見と革新的な治療技術の発明につながると見込まれます。  


